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１．はじめに－トンボの生息地選択

トンボは幼虫時代を水中で，成虫時代を陸上で過ごす．羽

化した成虫は水辺から離れて摂食活動を中心とした前繁殖期

を過ごし，成熟すると水辺に戻って繁殖活動を行う．水辺に

戻る時には必ずしも羽化した水域に戻るとは限らず，新たな

水域に分散することも多い．また羽化した水域の環境が繁殖

に適さなくなった場合，多くはそこを見捨てて分散し別の繁

殖可能な水域へ移住する．すなわち，成虫は毎世代生息地選

択をしてから繁殖活動を行っているといえる．

生息地選択がなされるとそこで交尾・産卵が行われ，孵化

，した幼虫は水中生活をはじめる．限られた空間の中で，呼吸

被食，摂餌などの問題に対処するために，幼虫は微小生息場

所に高度に適応している( )が，逆にこれは幼cf Corbet, 1962
虫が容易に生息場所を変更できないことを意味している．し

たがって，成虫の生息地選択はトンボの繁殖成功に大きく関

わっているといえる．

２．レビュー－成虫群集と環境要因についての研究

成虫群集と環境要因の関係は，多変量解析等の手法を使っ

て海外では数多く研究がなされてきている．研究場所や対象

水域の特質によって結果に多少のばらつきはあるものの，多

くの研究で共通して抽出された要因は，日射(日陰)の多少

e.g. Steytler & Samways, 1995; Samways et al., 1996; Clark(

& Samways, 1996; Osborn & Samways, 1996; Stewart &
)，Samways, 1998; Kinvig & Samways, 2000; Oertli et al., 2002

e.g. Buchwald, 1992; Steytler & Samways,水生植物の存在(

1995; Samways et al., 1996; Clark & Samways, 1996; Osborn
)の つで，こ& Samways, 1996; Stewart & Samways, 1998 2

れらが成虫群集のβ多様度を大きくしている．その他には，

Oertli et. al, 2002 Steytler & Samways,池のサイズ( )，流速(

1995 Steytler & Samways, 1995; Stewart)，周辺植生の有無(

)，水域の安定性( )& Samways, 1998 Clark & Samways, 1996
などが抽出されている．

ある水域のトンボ群集は成虫による毎世代の生息地選択の

結果的集団であるので，これらの環境要因はトンボの生息地

選択を決定づける要因と深い関連があるものと思われる．し

かし具体的に何がトンボの鍵刺激になっているかは多くの場

合はっきりしない．例えば，水域を覆う日陰の多少は群集に

影響を与えることは事実と見てよいが，成虫が直接日陰を認

識しているのか，また日陰をつくる要素，つまり隣接する樹

林や急勾配の傾斜地を認識しているのかは判然としない．さ

らにまた，これらの環境要因がトンボにとってなぜ重要なの

かといった生態学的な側面については多くは述べられていな

い．

私の参加した国立環境研究所のグループ※は兵庫県南部地

方の のため池を使って，成虫及び幼虫群集と環境要因の関35
係について調べた(準備中)．成虫群集を決定づける環境要因

としては，従来の研究と類似のものであった．しかし，遺伝

，的に固定されていると考えられる生態学的な形質，すなわち

越冬ステージ，化性，移動性，森林要求性，産卵器官及び産

卵方法，幼虫の生息場所などと，これら主要な環境要因との

関係が示唆された．また幼虫群集に影響を与えている環境要

因としては，捕食魚の存在，池底の溶存酸素量，水田の水の

流入など人為的要因が中心に抽出された．

３．結論－トンボからみた水辺環境の保全

トンボは様々の水環境に適応放散しているので，ある地域

の種の多様性を維持するには，上記のような成虫群集を決定

する主要な環境要素の傾度に沿った多数の水域を配置するこ

とが必要である．水環境が画一化すれば，ある種の成虫が分

散消失し，その地域の種の多様性は低下する．

ある水域の幼虫の種数は，産卵しない成虫の存在，寄生・

捕食・水質等の要因による種の消滅によって，成虫より減少

する．特に捕食魚の放流，富栄養化による無酸素化，化学薬

品の混入などの人為による攪乱は大きな環境圧になりうる．

これらの人為的攪乱の有無は，進化の過程で獲得されてきた

成虫の生息地選択の枠組みではおそらく予測できないもので

あって，結果として無駄な産卵によってその地域の個体数が

減少している可能性がある．したがって，こういった人為的

攪乱を最小限にすることが重要である．
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